
講義2単位

ディスカッション開講期 前期2年次  有 学外授業  無
授業形態

開講学部 サービス経営学部 選択

授 業 科 目 （ 英 名 ） 障害者福祉論( Social Welfare for Handicapped People )

担 当 教 員 名
藤田則貴

（◎は科目責任者）

[ 授業の概要 ]
障害者の抱える生活課題、障害概念に関する国内外の変遷、障害福祉の理念や障害者総合支援法をはじめとする障害者を取り巻く各施策や法律
など理解し、ソーシャルワーク実践につなげることを目指します。

[ 科目の位置付け（全学年を通しての関連科目） ]
この科目は、サービス経営学部のカリキュラム・ポリシー (3)、すなわち、社会福祉コースの実践的で柔軟な専門性を修得する科目として位置
づけられます。特に障害のある方々、そしてその周りの方々に対するかかわりについて、制度の側面や支援の展開についても実践的に学ぶこと
を目指します。

[ 到達目標 ]
(1) 障害者の生活実態を取り巻く社会情勢について理解することができる
(2) 障害者にかかわる理論・権利擁護等の観点を理解することができる
(3) 障害者福祉制度の発展過程について理解することができる

回 担当者
授業外学修

（事前学修・事後学修）
授業計画

藤田則貴1
オリエンテーション/障害とは
◆障害者福祉論の概要について理解する。障害者の定義や、障害の捉え方に
ついて理解する。

事前学修（90分）：障害者にか
かわるニュースについて調べ
る。
事後学修（90分）：障害の捉え
方について復習する。

藤田則貴2
障害者を取り巻く社会情勢と障害者の生活実態
◆障害者にかかわる歴史的背景や生活実態について理解する。

事前学修（90分）：テキスト第1
章を予習する。
事後学修（90分）：間違った問
題を解く。

藤田則貴3
国際機能分類（ICF）の特徴/医学モデルと社会モデル
◆ICFからみる障害の捉え方について理解する。

事前学修（90分）：ICFについて
調べ学習する。
事後学修（90分）：ICFの事例を
読み解く。

藤田則貴4
障害福祉の基本理念
◆ノーマライゼーションやインテグレーション等の基本理念について理解す
る。

事前学修（90分）：ノーマライ
ゼーションを調べ学習する。
事後学修（90分）：歴史的背景
を踏まえて理解する。

藤田則貴5
障害福祉の歴史
◆国際的な動向と日本の歴史について比較し、障害福祉の発展について理解
する。

事前学修（90分）：国際的な動
向について調べ学習する。
事後学修（90分）：授業で確認
した内容について復習する。

藤田則貴6
障害者の理解
◆DVDをとおし、障害のある方々に関する理解を深める。

事前学修（90分）：歴史的な背
景を復習する。
事後学修（90分）：障害のある
方々の生活について理解する。

藤田則貴7
障害者にかかわる法体系①
◆障害者基本法、身体障害者福祉法・知的障害者福祉法について理解する。

事前学修（90分）：テキスト第2
章を予習する。
事後学修（90分）：各法律を復
習する。

藤田則貴8
障害者にかかわる法体系②
◆精神障害者福祉法・発達障害者支援法について理解する。

事前学修（90分）：テキスト第2
章を予習する。
事後学修（90分）：各法律を復
習する。

藤田則貴9
障害者にかかわる法体系③
◆障害者虐待防止法、医療観察法、障害者差別解消法、について理解する。

事前学修（90分）：テキスト第2
章を予習する。
事後学修（90分）：各法律を復
習する。

藤田則貴10
障害者にかかわる法体系④
◆障害者雇用促進法、障害者優先調達推進法について理解する。

事前学修（90分）：テキスト第2
章を予習する。
事後学修（90分）：各法律を復
習する。

藤田則貴11
障害者にかかわる法体系⑤
◆バリアフリー新法、ユニバーサルデザインについて理解する。

事前学修（90分）：テキスト第2
章を予習する。
事後学修（90分）：各法律を復
習する。

藤田則貴12
障害者総合支援法①
◆障害者総合支援法の概要を理解する。

事前学修（90分）：障害者総合
支援法に関する概要を調べ学習
する。
事後学修（90分）：サービスの
全容について言語化する。

藤田則貴13
障害者総合支援法②
◆障害者総合支援法における専門職の役割を理解する。

事前学修（90分）：どのような
専門職種がかかわるのか調べ学
習する。
事後学修（90分）：専門職の役
割について言語化する。

藤田則貴14
障害者総合支援法③
◆各機関の役割や障害児に関する制度について理解する。

事前学修（90分）：障害福祉に
かかわる機関について調べ学習
する。
事後学修（90分）：障害者総合
支援法の課題について検討す
る。

藤田則貴15 まとめ/今後の障害者政策、これからの障害福祉へのかかわり方

事前学修（90分）：これまでの
学習したことを復習する。
事後学修（90分）：障害福祉に
関する課題について検討する。



成 績 評 価 の 方 法 と 基 準 確認テスト(30％)、課題レポート(20％)、期末試験(50％)により総合的に評価します。

履 修 上 の 留 意 点 社会福祉士受験資格指定科目「障害者福祉」に該当します。

ディプロマ・ポリシーとの関
連

本科目は、サービス経営学部ディプロマポリシーの (1) ～ (4) と関連しています。特に、障害のある方々に対す
る「当たり前の生活」について具現化するために、歴史的背景や各制度の理解を深め、実践的に学習することを目
指します。

教 科 書 一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟＝編集(2025)『最新　社会福祉士養成講座　精神保健福祉士養成
講座８　障害者福祉　第2版』中央法規出版

参 考 書 ・ 参 考 資 料 小六法編集委員会『福祉・保育小六法　2025年版』みらい　2025

学 生 と の 連 絡 方 法 メール、AAA上

実 務 経 験 科 目 実務経験科目に該当する。社会福祉法人マザアス　認知症高齢者グループホームおがわ　の立ち上げ及び
山梨県立富士見養護学校、山梨県立かえで養護学校に教諭として勤務。
実務経験をもとに社会福祉士のソーシャルワークについて理論と実践の融合を図っている。


